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 要  旨 
インターネットの普及と発展によって無線 LAN 技術の向上や価格の低下によって，無線 LAN
を用いたインターネット利用者が急増している．無線 LAN は企業内や家庭内でのネットワーク
を構築する際にケーブルを必要しないことが利点とされている．またアクセスポイントが設置す
ることで屋外でもインターネットに接続することのできるため，ユビキタス社会の実現に重要な
ものとなっている．しかし，広域エリアをカバーするためには多くのアクセスポイント(AP：
Access Point)の設置が必要となる．AP 同士の接続に有線を用いることが多い．有線を使用した
場合，人口密度の低い地方などでは工事コストが高くなってしまうことや，建物によっては工事
が困難な場合が問題とされる．そこで AP 同士が直接無線マルチホップ通信を行うことにより，
広域エリアをカバーすることのできる無線メッシュネットワーク技術が注目されている． 
しかし，無線メッシュネットワークにも，無線マルチホップ通信を行うことによる様々な課題
が存在している．その問題の一つとして輻輳がある．無線マルチホップ通信を前提とする無線メ
ッシュネットワークでは中継ノードにおいて輻輳が発生し，中継ノードにおいてパケットの滞留
を引き起こす．その結果，通信品質の低下を招く．また輻輳の影響を多く受けるホップ数の多い
ノードのスループットが大幅に減少するといった通信の不公平性も発生する． 
 輻輳を解決するために，各ノードの送信機会を決定する値の CW (Contention Window)を変更
し，輻輳発生ノードと通常ノードの通信機会に優劣をつけることで輻輳を回避する方式が研究さ
れている．しかし多くの方式では，評価もチェーントポロジや数ノードの実験であり，チェーン
トポロジのみを想定した制御となっている． 
そこで本論文では，全てのノードが自身に流れるデータフレームの平均キュー滞在時間を定期
的に MPP に知らせることで，MPP が全てのノードの利用状況を把握することで，ホップ数の多
いルート・混雑しているルート・混雑しているノードが優先的に通信を行えるよう CWmin の値
を増減する方式である LQFRCA(Longest Queue First with Route Congestion Avoidance)を提
案する． 
また，ネットワークシミュレータを用いて提案方式の評価を行った．その結果，LQFRCA は，
輻輳を回避することとホップ数の違いによる通信の不公平性の低下とネットワーク資源利用の効
率化に効果があることを示した． 
 
